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平
成
甲
午
年
も
早
神
無
月
の
中
旬
を
迎
え

秋
も
酣
の
候
、
氏
子
各
位
に
は
益
々
御
多
祥

の
段
大
慶
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

　
平
素
の
、
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

御
蔭
を
以
て
初
春
以
来
、
事
も
な
く
喪
も
な

く
有
ら
し
め
神
明
に
御
奉
仕
で
き
た
こ
と

を
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
は
、
七
五
三
詣
で
の
児
等
で
賑
わ
い
を
見

せ
て
お
り
ま
す
。
や
が
て
は
、
御
移
神
事
か
ら

御
籠
祭
、
新
穀
感
謝
祭
へ
と
続
き
、
御
祭
神

の
御
加
護
と
御
神
徳
に
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
四

季
折
々
の
祭
が
執
り
行
な
わ
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
斎
館
が
新
築
さ
れ
、
報
恩
殿
の
解

体
も
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
境
内
の
様
子

が
大
き
く
変
わ
り
、
境
内
地
が
よ
り
広
く
感

じ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
更
な
る
整
備
が
進
め

ら
れ
、
よ
り
厳
し
く
麗
し
く
、
そ
し
て
御
参
拝

の
氏
子
崇
敬
者
に
と
っ
て
出
入
り
の
宜
し
い
美

し
宮
に
な
っ
て
行
く
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　
来
年
、
三
月
十
四
日
に
北
陸
新
幹
線
が
金

沢
ま
で
開
業
さ
れ
ま
す
。
四
月
か
ら
五
月
に

か
け
て
、
七
年
に
一
度
の
善
光
寺
御
開
帳
と

戸
隠
神
社
式
年
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
翌
平
成
二
十
八
丙
申
年
に
は
、
生
島
足
島

神
社
式
年
御
柱
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
、
平
成
丙
申
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
で
戦
国
武
将
真
田
幸
村
の
生
涯
を
描
く

「
真
田
丸
」
の
放
送
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
生
島
足
島
神
社
文
書
九
十
四
通
に
は
、
武

田
信
玄
が
必
勝
を
祈
っ
た
「
願
文
」
や
家
臣

団
に
忠
誠
を
誓
わ
せ
た
「
起
請
文
」
と
と
も

に
、
真
田
昌
幸
・
信
幸
父
子
の
「
朱
印
状
」

信
幸
の
「
寄
進
状
」
が
所
蔵
さ
れ
、
ま
た
摂

社
諏
訪
神
社
は
、
信
幸
の
寄
進
に
よ
り
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
当
社
は
、
武
田
家
は
も
と
よ

り
真
田
家
ゆ
か
り
の
神
社
と
し
て
の
崇
敬
も

集
め
て
お
り
ま
す
。

　
御
祭
神
の
御
守
護
の
も
と
、
氏
子
崇
敬
者

の
方
々
か
ら
広
く
御
協
力
を
仰
ぎ
、
役
職
員

総
代
心
ひ
と
つ
に
祭
祀
を
厳
修
し
、
神
社
の

尊
厳
護
持
、
御
社
頭
御
隆
昌
の
た
め
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
向
寒
の
砌
、
氏
子
各
位
の
御
多
幸
と
御
健
康

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

宮
司
　
武
藤
　
美
登

ご
あ
い
さ
つ

総
代
長
　
依
田
　
延
嘉

ご
あ
い
さ
つ

　
秋
冷
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
御

清
祥
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
は
神
社
の
発
展
と
御
神
徳
の
高

揚
の
為
に
温
か
い
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り

心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
神

社
便
り
の
発
行
に
当
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
十
月
に
皇
大
神
宮
、
豊
受
大
神
宮
に

お
い
て
遷
御
の
儀
が
厳
粛
の
裡
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
国
民
の
広
い
崇
敬
と
奉
賛
の
誠

に
よ
り
斎
行
さ
れ
、
揺
る
ぎ
な
き
我
が
国
の

伝
統
・
文
化
が
永
く
子
孫
へ
伝
え
ら
れ
る
こ

と
を
慶
び
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
神
宮

式
年
遷
宮
の
斎
行
を
通
し
て
内
外
に
発
信
さ

れ
た
伝
統
を
重
ん
じ
て
自
然
を
尊
び
神
々
や

祖
先
と
共
に
生
き
る
と
い
う
敬
神
崇
祖
の
精

神
は
国
民
挙
げ
て
の
神
宮
崇
敬
の
真
心
に
は

4 月 19 日　斎館新築に関わる
報道陣からのインタビュー

じ
ま
る
も
の
で
そ
の
心
の
継
承
に
努
力
し
祭

祀
の
厳
修
と
神
社
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
又
年
末
に
は
神
宮
大
麻
の

頒
布
に
氏
子
の
皆
様
に
御
協
力
を
賜
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
こ
こ
で
報
恩
殿
に
つ
い
て
御
報
告
を

申
し
上
げ
ま
す
が
八
月
二
十
九
日
よ
り
取
り

こ
わ
し
の
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
九
月
末
に

は
す
べ
て
取
り
こ
わ
し
が
終
了
す
る
予
定
で

す
が
取
り
こ
わ
し
た
後
に
テ
ナ
ン
ト
ハ
ウ
ス

を
造
り
現
在
生
島
足
島
神
社
写
真
室
と
し
て

七
五
三
な
ど
の
貸
衣
装
、
結
婚
式
の
衣
装
の

取
り
扱
い
を
し
て
お
り
ま
す
「
夢
う
さ
ぎ
」

さ
ん
に
貸
す
事
と
し
て
お
り
十
一
月
中
に
は

完
成
の
予
定
で
工
事
を
進
め
て
お
り
完
成
、

移
転
が
終
了
し
ま
し
た
ら
皆
様
方
に
も
御
協

力
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
ば
処
「
生
島

の
杜
」
は
こ
の
ま
ま
残
す
事
と
成
り
テ
ナ
ン
ト

ハ
ウ
ス
の
残
地
は
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
参
拝

者
御
不
便
の
な
い
様
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
来
年
度
は
御
柱
大
祭
準
備
の
年
と
成

り
ま
す
氏
子
、
崇
敬
者
の
皆
様
方
の
絶
大
な

る
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
神
社
の
尊
厳
護
持
、

御
社
頭
隆
昌
の
た

め
御
高
配
を
賜
り

氏
子
、
崇
敬
者
の

益
々
の
御
健
康
と

御
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
御
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

　
猛
暑
日
や
突
然
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
続
い
た
夏
も
過
ぎ
、過
ご
し
や
す
い

秋
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。新
年
度
か
ら
早
や
八
カ
月
。

い
ま
ま
で
の
経
過
を
宮
司
さ
ん
と
総
代
長
さ
ん
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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4月19日斎館新築祝い4月19日宮嘉組へ八幡社新築の感謝状の贈呈式
 

先
日
、
九
月
一

日
付
け
で
、
神

社
本
庁
よ
り
当

神
社
権
禰
宜
を

拝
命
致
し
ま
し

た
。
今
回
の
任

命
具
申
に
つ
き

ま
し
て
は
、
清
住
上
小
支
部
支
部
長
、
武
藤

宮
司
、依
田
総
代
長
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々

に
関
係
各
所
に
様
々
な
お
力
添
え
、
お
口
添

え
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
出
仕
を
拝
命
し
ま
し
て
か
ら
、
早
い
も
の

で
三
年
半
を
過
ぎ
、
こ
れ
ま
で
も
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
権
禰
宜
へ
と
昇
進
さ
せ
て
頂
け
る
と
い

う
こ
と
は
、
生
島
大
神
様
、
足
島
大
神
様
、

そ
し
て
皆
様
に
僅
か
で
も
評
価
頂
け
た
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
の
御
縁
に
感
謝
す
る

次
第
で
す
。

　
本
年
四
月
よ

り
権
禰
宜
と
し

て
生
島
足
島
神

社
に
奉
職
し
て

お
り
ま
す
宮
原

久
と
申
し
ま
す
。

隣
村
の
青
木
村

出
身
で
神
職
資
格
習
得
後
は
兵
庫
県
姫
路
市

鎮
座
の
射
楯
兵
主
神
社
、
東
京
都
赤
坂
鎮
座

の
乃
木
神
社
に
奉
職
の
ち
郷
里
で
あ
り
ま
す

長
野
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
御
縁
を
い

た
だ
き
、
県
下
有
数
の
古
社
で
あ
り
ま
す
こ

こ
生
島
足
島
神
社
に
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
有
難
き
こ

と
に
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。「
雨
と
一
揆
は
青
木
か
ら
」
と
古
来
よ

り
伝
聞
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
や
や
こ
し
い

こ
と
は
青
木
か
ら
と
言
わ
れ
ぬ
よ
う
、
改
革

前
進
の
精
神
を
持
っ
て
氏
子
総
代
の
方
々
と

力
を
合
わ
せ
、
当
社
の
発
展
・
安
泰
の
た
め

微
力
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。
何
卒
皆
様
方
に
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 新

任
神
職
の

　
　
　
ご
あ
い
さ
つ

新
人
紹
介
　
　
権
禰
宜
　
宮
原
　
久

昇
格
の
　

　
　
　
ご
あ
い
さ
つ

権
禰
宜
　
甲
田
　
将
史

　
正
直
、「
九
月
一
日
を
境
に
、
今
後
も
特

に
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
、

実
感
が
持
て
な
い
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い

ざ
九
月
一
日
を
迎
え
、
浅
黄
色
の
袴
を
着
け
、

一
歩
社
務
所
よ
り
境
内
に
踏
み
出
し
た
瞬

間
、
今
ま
で
の
社
務
で
は
感
じ
た
事
の
無
い
、

何
か
恐
ろ
し
さ
の
様
な
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。

大
神
様
よ
り
お
叱
り
を
頂
い
た
の
か
、
私
自

身
が
そ
の
時
に
改
め
て
実
感
し
た
と
い
う
こ

と
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
り
一
層

当
神
社
職
員
と
し
て
、
そ
し
て
神
道
人
と
し

て
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
引
き
締
め
て
精
進

し
よ
う
と
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

小
県
郡
青
木
村
中
村
出
身

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
生

皇
学
館
大
学
神
道
学
専
攻
科
卒
業

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

神
社
便
り
第
40
号
4
ペ
ー
ジ
、
満
期
退

任
さ
れ
た
副
総
代
長
　伊
藤
孝
利
様
と

5
ペ
ー
ジ
、
経
理
部
事
業
計
画
　総
務

部
長
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正
し
く
は
、
伊
藤
利
孝
様
。
総
務
部
長

は
経
理
部
長
で
す
。

以
上
2
名
の
ご
紹
介
で
す
が
、
何
卒
、

御
支
援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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御諏訪太鼓　

岡谷から来られた奏者５名の
皆さんによる迫力ある演奏が
境内に響きわたりました。

真田陣太鼓　

「出陣」「上田原の合戦」「佐助」「真田丸」の
４曲を９名の方々で演奏されました。

　
九
月
十
九
日
、
県
神
社
庁
か
ら
神
社
本
庁

献
幣
使
が
参
向
さ
れ
、
総
代
や
崇
敬
者
ら
参

列
の
も
と
、
御
本
社
で
例
祭
が
厳
粛
に
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
か
ら
は
境
内
の
歌
舞
伎
舞
台
を

ス
テ
ー
ジ
に
神
賑
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
賑
祭
は
大
地
と
太
陽
に
生
き
る
喜
び
と

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
祭
典
と
し
て
第
十
一

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
2
0
1
6
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
戦
国
武
将
真
田
幸
村
の
生
涯
を
描
く
『
真

田
丸
』放
送
決
定
！
」に
伴
い
、真
田
陣
太
鼓
、

御
諏
訪
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
が
境
内
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

第二部　

例
祭
・
第
十
一
回
神
賑
祭

　　　　　　　

 

が
祭
行
さ
れ
る

第１１回神賑祭が午後2時から、
武藤宮司、依田総代長の

あいさつで開演されました。

第一部　
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七
月
二
十
七
日
（
日
）
生
島
足
島
神
社
祇

園
祭
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
午
前
八
時
か
ら
子
供
み

こ
し
安
全
清
祓
式
の
後
、
子
安
社
の
前
で
小
学

生
ま
で
の
子
供
た
ち
が
学
年
別
に
記
念
写
真
。

続
い
て
舞
い
込
み
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
、
二
手
に
分
か
れ
子
供
み
こ
し

が
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
候
が
急
変
し

雨
が
降
り
出
し
、
小
学
六
年
生
女
子
の
舞
手

五
名
が
社
務
所
前
で
足
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
供
み
こ
し
の
人
た
ち
も
ビ
シ
ョ
濡
れ
と

な
っ
て
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

　
雨
も
上
が
り
、
十
一
時
十
五
分
か
ら
「
浦
安

の
舞
」
を
神
楽
殿
で
厳
か
に
奉
納
し
ま
し
た
。

　
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
は
午
後
二
時
半
に
神

楽
殿
に
お
い
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
大
人
神

輿
は
午
後
四
時
か
ら
の
出

発
に
変
更
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
二
回
目
。

　
大
勢
の
方
々
が
揃
っ
て

楽
し
ん
で
頂
け
ま
し
た
。

　
六
月
三
十
日
夕
刻
、
突
然
降
り
出
し
た
雨

も
上
が
り
、「
夏
越
の
祓
」
茅
の
輪
く
ぐ
り

の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
半
年
間
の
罪
や
け
が
れ
を
祓
い
清
め
る
儀

式
で
家
族
連
れ
を
は
じ
め
約
１
５
０
人
が
参

集
。
形
代（
か
た
し
ろ
）と
呼
ば
れ
る
人
形（
ひ

と
か
た
）
に
罪
や
け
が
れ
を
移
し
祓
い
の
後
、

参
列
者
は
暑
さ
厳
し
い
夏
を
乗
り
切
る
た

め
、
古
式
に
の
っ
り
茅
の
輪
を
左
、
右
、
左

と
８
の
字
に
三
回
く
ぐ
り
、
夜
七
時
半
こ
ろ

の
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

祇
園
祭

夏
越
の
祓

　
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

舞い込みの練習

子供みこし舞い込み

しものごう敬老園へ舞い込み

子供みこし安全清祓式

突然の雨降りの為▶
社務所で足止め御本社（上社）と▶

摂社（下社）に　
獅子舞い2回奉納　

▼午後２時半から神楽殿で
　三頭獅子舞奉納

▼午後４時から大人神輿が練り歩く

公民館広場での▶
大人神輿

◀「浦安の舞」を
　神楽殿で奉納

神事　八針に取さく

神事　大祓詞奏上神事　大祓詞奏上

茅の輪くぐりを行う参列者
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四
　
月
　
　
　
　
　

四
　
月
　
　
一
日
　
四
月
月
次
祭

四
　
月
　
　
九
日
　
姓
神
会
小
林
一
族

　
　
　
　
　
　
　
　(
上
田
市
秋
和)

正
式
参
拝

四
　
月
　
十
八
日
　
御
移
神
事 (

諏
訪
様
還
座
祭)

四
　
月
　
十
九
日
　
摂
社 

諏
訪
神
社(

下
宮)

　
例
祭

　
　  

〃
　 

　
　
　
御
本
社(

上
宮) 
春
季
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
併
せ
て
斎
館
竣
工
奉
告
祭

四
　
月
　
二
十
日
　
浅
間
社
例
祭

四
　
月
二
十
三
日
　
岐
阜
県
神
社
庁
恵
那
市
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　(

岐
阜
県
恵
那
市)

　
七
十
一
名
正
式
参
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
三
重
県
神
社
庁
鳥
羽
市
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　(

三
重
県
鳥
羽
市)

　
三
十
一
名
正
式
参
拝

御田植神事

六
　
月
二
十
五
日
　
御
歳
代
田
作
り

六
　
月
　
三
十
日
　
御
歳
代
種
蒔
神
事
並
祇
園
天
王
降
祭

六
　
月
　
三
十
日
　
六
月
の
大
祓
式
（
夏
越
の
祓
）

七
　
月

七
　
月
　
　
一
日
　
七
月
月
次
祭

七
　
月
　
十
七
日
　
長
野
県
教
育
委
員
会
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

七
　
月
二
十
一
日
　
古
神
道
研
究
会(

大
分
県
日
田
市) 

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
名
正
式
参
拝

七
　
月
二
十
三
日
　
下
之
郷
三
頭
獅
子
総
見

七
　
月
二
十
七
日
　
祇
園
祭
　
子
供
神
輿
・
浦
安
の
舞

　
　
　
〃
　
　
　   

下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
奉
納
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
大
人
神
輿

七
　
月
二
十
八
日
　
大
宮
八
幡
宮

　
　
　
　
　
　
　
　(

東
京
都
杉
並
区
大
宮) 

      

　
　
　
　
　
　
二
十
六
名
正
式
参
拝

七
　
月
二
十
八
日
　
御
歳
代
植
苗
祭

　
　
　
　
　
　
　
　(

御
田
植
神
事)

　
　
　
　
　
　
　
　
並
祇
園
祭

六
　
月
二
十
五
日
　
御
歳
代
田
作
り

六
　
月
　
三
十
日
　
御
歳
代
種
蒔
神
事
並
祇
園
天
王
降
祭

六
　
月
　
三
十
日
　
六
月
の
大
祓
式
（
夏
越
の
祓
）

七
　
月

七
　
月
　
　
一
日
　
七
月
月
次
祭

七
　
月
　
十
七
日
　
長
野
県
教
育
委
員
会
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

七
　
月
二
十
一
日
　
古
神
道
研
究
会(

大
分
県
日
田
市) 

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
名
正
式
参
拝

七
　
月
二
十
三
日
　
下
之
郷
三
頭
獅
子
総
見

七
　
月
二
十
七
日
　
祇
園
祭
　
子
供
神
輿
・
浦
安
の
舞

　
　
　
〃
　
　
　   

下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
奉
納
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
大
人
神
輿

七
　
月
二
十
八
日
　
大
宮
八
幡
宮

　
　
　
　
　
　
　
　(

東
京
都
杉
並
区
大
宮) 

      

　
　
　
　
　
　
二
十
六
名
正
式
参
拝

七
　
月
二
十
八
日
　
御
歳
代
植
苗
祭

　
　
　
　
　
　
　
　(

御
田
植
神
事)

　
　
　
　
　
　
　
　
並
祇
園
祭

御移神事

い
ま
ま
で
の
祭
事・行
事

摂社例祭

斎館新築祝い

第69回長野県
神社庁・神社
総代会
連合大会

コロナ技研㈱殿より
目録の贈呈

御本社春季祭

昭和祭

防火放水訓練

ＡＥＤ講習会永年表彰式

四
　
月
二
十
四
日
　
第
六
十
九
回
長
野
県
神
社
庁
・
長
野
県
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
総
代
会
連
合
大
会
於
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

四
　
月
二
十
九
日
　
昭
和
祭 

　
　
　
　
　
　
　
　
※
昭
和
の
日

五
　
月
　

五
　
月
　
　
一
日
　
五
月
月
次
祭

五
　
月
　
　
十
日
　
山
宮
社
例
祭

五
　
月
　
十
一
日
　
浅
間
社
池
宮
例
祭

五
　
月
　
十
八
日
　
神
社
消
防
隊
ポ
ン
プ
操
法

　
　
　
　
　
　
　
　
防
火
放
水
訓
練
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

六
　
月

六
　
月
　
　
一
日
　
六
月
月
次
祭

六
　
月
　
十
三
日
　
第
六
十
九
回
長
野
県

　
　
　
　
　
　
　
　
神
社
庁
上
小
支
部
・
長
野
県
神
社
総
代
会

　
　
　
　
　
　
　
　
上
小
支
会
連
合
大
会
　
於
上
田
市
文
化
会
館

御歳代種蒔神事

祇園祭

し
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

お
う
つ
り
し
ん
じ 

 (

す
わ
さ
ま
か
ん
ざ
さ
い
）

せ
っ
し
ゃ
す

わ
じ
ん
じ
ゃ(

し
も
の
み
や)

　
　
　

 

れ
い
さ
い

ご
ほ
ん
し
ゃ(

か
み
の
み
や)
　しゅ
ん
き
さ
い

あ
わ
せ
て   

さ
い
か
ん
し
ゅ
ん
こ
う
ほ
う
こ
く
さ
い

あ
さ
ま
し
ゃ
れ
い
さ
い

し
ょ
う
わ
さ
い

ご
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

や
ま
み
や
し
ゃ
れ
い
さ
い

あ
さ
ま
し
ゃ
い
け
み
や
れ
い
さ
い

ろ
く
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

み
と
し
ろ
た
づ
く
り

み
と
し
ろ
た
ね
ま
き
し
ん
じ
な
ら
び
に 

ぎ
お
ん
て
ん
の
う
お
ろ
し
の
み
ま
つ
り

ろ
く
が
つ
の
お
お
ば
ら
え
し
き   

（
な
ご
し
の
は
ら
え
）

し
ち
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

ぎ
お
ん
さ
い(

ぎ
お
ん
ま
つ
り
）

し
も
の
ご
う
み
か
し
ら
し
し
ま
い
ほ
う
の
う
ほ
う
こ
く
さ
い

み
と
し
ろ
し
ょ
く
び
ょ
う
さ
い

(

お
た
う
え
し
ん
じ)

な
ら
び
に
ぎ
お
ん
さ
い

　

み
と
し
ろ
た
づ
く
り

み
と
し
ろ
た
ね
ま
き
し
ん
じ
な
ら
び
に 

ぎ
お
ん
て
ん
の
う
お
ろ
し
の
み
ま
つ
り

ろ
く
が
つ
の
お
お
ば
ら
え
し
き   

（
な
ご
し
の
は
ら
え
）

し
ち
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

ぎ
お
ん
さ
い(

ぎ
お
ん
ま
つ
り
）

し
も
の
ご
う
み
か
し
ら
し
し
ま
い
ほ
う
の
う
ほ
う
こ
く
さ
い

み
と
し
ろ
し
ょ
く
び
ょ
う
さ
い

(

お
た
う
え
し
ん
じ)

な
ら
び
に
ぎ
お
ん
さ
い
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八
　
月

八
　
月
　
　
一
日
　
八
月
月
次
祭

八
　
月
　
　
四
日
　
役
員
研
修
旅
行
　

　
　
　
　
　
　
　
　
若
一
王
子
神
社
・
仁
科
神
明
宮
（
大
町
市
）

八
　
月
　
　
五
日
　
第
二
十
六
回
信
州
上
田
大
花
火
大
会

八
　
月
二
十
八
日
　
報
恩
殿
神
棚
降
ろ
し 

打
毀
し
清
祓
い
式

神社関係者
業者の玉串拝礼

報恩殿の取こわしが始まる

屋根瓦の撤去が行われる

仁科神明宮本殿仁科神明宮拝殿

八幡社例祭

東塩田保育園
も参列

若一王子神社鳥居前

報恩殿の
取こわし前

若一王子神社
三重の塔

い
ま
ま
で
の
祭
事・行
事

九
　
月

九
　
月
　
　
一
日
　
九
月
月
次
祭
　
田
面
神
事

九
　
月
　
　
九
日
　
第
五
十
回
全
国
神
社
総
代
会
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
於
岐
阜
県

九
月
　
　
十
五
日
　
八
幡
社
例
祭
　

　
　
　
　
　
　
　
　
※ 

旧 

敬
老
の
日

九
　
月
　
十
九
日
　(

御
本
社)

例
祭
　
神
賑
祭

他
に
も
、
東
信
各
地
域
の
高
校
・
小
中
学
校
・

保
育
園
・
幼
稚
園
の
生
徒
・
児
童
の
皆
さ
ん
が

必
勝
祈
願
・
遠
足
等
で
参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

十
　
月

十
　
月
　
　
一
日
　
十
月
月
次
祭

報恩殿神棚降し
打毀し清祓い式

は
ち
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

く
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

　

      

た
の

も

し

ん
じ

は
ち
ま
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　れ
い
さ
い

　
　
　し
ん
し
ん
さ
い

じ
ゅ
う
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い



延喜式内名神大社　生島足島神社便り平成26年10月 第41号 （8）

体

育

の

日

 

十   

月
　
十
三
日
（
月
）

文

化

の

日

 

十
一
月
　
　
三
日
（
月
）

勤
労
感
謝
の
日
　
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）

振

替

休

日
　
十
一
月
二
十
四
日
（
月
）

天
皇
誕
生
日   

十
二
月
二
十
三
日
（
火
）

祝
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
て

み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！！

　
季
節
の
変
わ
り
目
と
な
っ
て
来
ま
し
た

が
、
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
は
御
身
体
を
崩

さ
ぬ
様
、
御
健
康
で
有
ら
れ
る
事
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
広
報
部
）

編
集
後
記

編
集
後
記

み

と

し

ろ

い

ね

か

り

 
(

ぬ

い

ぼ

)

じ
ゅ
う
い
ち
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

み

い

し

ん

じ

か

み

み

い

さ

い
・
し

も

み

い

さ

い

お
う
つ
り
し
ん
じ 

（
す
わ
さ
ま
せ
ん
ざ
さ
い
）

お
こ
も
り
さ
い

こ
や
す
し
ゃ
れ
い
さ
い

し
ん
こ
く
か
ん
し
ゃ
さ
い (

に
い
な
め
さ
い
）

じ
ゅ
う
に
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

て
ん
ち
ょ
う(

せ
つ)

さ
い

じ
ゅ
う
さ
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

こ
し
ん
さ
つ 

(

し
ん
ぷ
し
ゅ
さ
つ)

し
ょ
う
の
う
し
き

じ
ゅ
う
に
が
つ
の
お
お
ば
ら
え
し
き   

（
し
わ
す
の
は
ら
え
）

え
つ
ね
ん
じ
ょ
や
さ
い 

新年1月中　執行しております

十
　
月

十
　
月
　
　
下
旬
　
御
歳
代
稲
刈
り(

抜
穂)

十
一
月

十
一
月
　
　
一
日
　
十
一
月
月
次
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
神(
御)
井
神
事

　
　
　
　
　
　
　
　
上
神(

御)
井
祭
・
下
神(

御)

井
祭

　
〃
〜
下
旬
ま
で
　
第
七
回
生
島
足
島
神
社
菊
花
展

十
一
月
　
　
二
日
　
御
釜
清
祓

十
一
月
　
　
三
日
　
御
移
神
事
（
諏
訪
様
遷
座
祭
）

　
　
　
〃
　
　 

　  

御
籠
祭（
〜
四
月
十
三
日
ま
で
）

十
一
月
　
　
四
日
　
子
安
社
例
祭

十
一
月
　
十
五
日
　
七
五
三
本
日

十
一
月
二
十
三
日
　
新
穀
感
謝
祭(

新
嘗
祭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

※ 

勤
労
感
謝
の
日

十
二
月

十
二
月
　
　
一
日
　
十
二
月
次
祭

十
二
月
二
十
三
日
　
天
長(

節)

祭

十
二
月
二
十
五
日
　
十
三
社
例
祭

十
二
月
三
十
一
日
　
古
神
札(

神
符
守
札)

焼
納
式

　
　
　
〃
　
　
　
　
十
二
月
の
大
祓
式（
師
走
の
祓
）

　
　
　
〃
　
　
　
　
越
年
除
夜
祭

こ
れ
か
ら
の
主
な
祭
事・行
事

御本社においての初宮詣・
七五三詣。随時受付中

安産祈願や、お子さんの成長を
お守りされる子安社

名
入
れ
福
だ
る
ま

　
　
　予
約
受
付
中

名
入
れ
福
だ
る
ま

　
　
　予
約
受
付
中

　
初
宮
詣
・
七
五
三
詣
は
お
子
さ
ん
の

健
や
か
な
無
事
成
長
を
感
謝
、
ま
た

祈
る
大
切
な
儀
式
で
す
。

　
人
間
の
一
生
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大

切
な
節
目
の
年
が
あ
り
ま
す
が
、
七
五

三
も
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
人
生

儀
礼
で
す
。

　初
宮
詣
・
七
五
三
詣
の
ご
祈
願
は
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

・
所
要
時
間
は
約
十
五
分
で
す
。
神
職

が
お
祓
い
を
し
て
、
神
様
に
祝
詞
を
奏

上
致
し
ま
す
。
そ
の
後
、
福
鈴
の
振
り

幣
を
受
け
、
玉
串
を
捧
げ
拝
礼
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　貸
衣
装
、
記
念
撮
影
は
神
社
写
真
室

「
夢
う
さ
ぎ
」
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

日
頃
の
ご
協
力
に
感
謝
を
込
め
て
新
年
福

だ
る
ま
を
御
祈
祷
、
御
神
札
・
福
銭
と
と

も
に
お
頒
ち
致
し
ま
す
。
予
約
ご
希
望
の

方
は
十
二
月
八
日
ま
で
に
神
社
・
広
報
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
生
島
足
島
神
社
で
は
「
福
だ
る
ま
」
及
び

「
招
き
猫
」
の
授
与
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
神
社
の｢

福
だ
る
ま
」｢

招
き
猫
」
は
大

変
御
利
益
が
あ
り
ま
す
。

　
清
祓
い
を
致
し
「
魔
」
を
祓
っ
て
「
幸
と

福
」
を
招
く
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら

十
五
日
ま
で
毎
日

名
入
れ
福
だ
る
ま
を
受
付
中
で
す
。


